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『詠歌大概抄・秀哥大畧抄』と『歌合類聚』

荒木 尚

としひと

宮内庁書陵部（東京都千代田区）Ｉこは智仁親王（八

条宮。後陽成天皇の弟）の質問に答えた細川幽斎自筆

の書状「歌口伝心持状」－通が蔵されている。そのな

かで幽斎は、

歌をよむ故実におゐては、詠歌大概に過たること御

座あるまじく侯。その外、定家の被害置たるものども

の歌以下可被付御心候
えぃがのたいがい

と述べている。定家歌論の真髄とされjら「詠歌大概」

を重視するこの発言は、藤原定家以降、和歌・歌学を

志すほどの者は、すべて定家が塞点であり、学ぶべき

存在として認識されていたために他ならない。

天正７年(1579）１月、古今相伝の証明書を幽斎に与
与ねき

えた三光院三条西実枝が没すると、幽斎の周辺にIま、

和歌・歌学の指導的立場にいるような人々はほとんど

いなくなった。幽斉は自然、･伝受者から伝授者に転じ、

歌道の指導的な場に出て、自ら求めて歌学や古典の世

界に分け入っていくことになるのである。そこで幽斎
÷たあわせ

は先行の歌学書や歌合、古典類Ft博捜し、その正当な

受容に努め、二条家流の末喬としての地歩を固めてい

く。今回は永青文庫に蔵される「詠歌大概抄・秀寄大

暑抄』と「歌合類聚』をとりあげる。

「詠歌大概」は作歌の原理と方法を簡潔明確に解く

漢文体の歌論と「秀歌躰大略」と題する秀歌例とから

成っていて、定家六十代の著作と考えられている。室

町期から江戸期にかけて尊重され、多くの注釈書が箸

きれたが、幽斎の「詠歌大概抄」は、それまでの「詠

歌大概」注釈を集大成したものとして、近世の注釈書

に影響を与えた。『詠歌大概抄ｊは天正14年（1586）８
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青文庫蔵「天徳歌合」奥書

４月中に書写させ、校合した歌合類のなかの－

に記す奥書で、幽斎の筆に鞍るもの。袋綴一冊垣

ンチ、横20.2センチ③

「Ｉ］永

慶長５年

冊の最後

縦256七

３



東光原

弟たちの協力によって書写し校合を加えた。［Ｉ］は

その中の－冊「天徳歌合」の最後に記す幽斎自筆の奥

書である。俊成・定家ら歌道の先達の判詞は和歌修学

の大事と考えて歌合の類集を願ったこと、その素志が

後陽成天皇の聞くところとなり、歌合類を写し得たこ

とを神仏の助けといい、感慨の深さを吐露している。

この時、書写した歌合は合わせて44篇、いずれも平安

鎌倉期の重要な歌合を網羅しており、加えて皇室相伝

の善本ばかりで資料的価値もきわめて高い。「日本古典

文学大系〕（岩波書店）や「新編国歌大観」（角川書店）

などの叢書に、底本および校訂本として用いられてい

るものが多いのもそのためである。幽斎は「耳底記」

において、「歌合ほど重宝なる物はあらじ。古人の批判

を直に聞く心なり。歌合といふ歌合にわが見ぬは無き

なり」と述べ、自信のほどを書きつけている。

（あらきひさし文学部教授国文学）

月に三条西実枝から受けた「詠歌大概」講釈の聞き書

きをまとめたもので、永青文庫本は幽斎の真跡とする

証文を添えて細川家に伝存し、その最も初原的な本文

形態を伝える証本として貴重な伝本である。ただ、そ

の筆跡からすれば、幽斎筆本の転写本と思われる。
おくがき

［Ⅱ］はその成立事情を伝える幽斎の奥書で、jWE大納
こが

言久我敦通（時に22歳）からのたびたびlこわたる要請

に背きがたく、三光院内大臣（実枝）の御講釈の聞き

書きを編んだことを記している。のちに、文禄のはじ

めごろ、後陽成天皇・八条宮智仁親王等がこれを求め

て自ら筆を染めるほどにもてはやされた。

慶長の初期ごろ、幽斎は文事に多忙であった。幽斎

は歌合を、古人の和歌批判をそのまま聞くことができ

るものとして重宝がった。左右に分けた歌人の歌を組

み合わせて優劣を判定したこの文学行事は、和歌およ

び歌論の発達を促す重要な契機となったものである。

幽斎はすでに数篇の歌合を写していたが、慶長５年

(1600）４月、さらに皇室所蔵の歌合類を借り出し、高
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［Ⅱ］永青文庫蔵「詠歌大概抄・秀寄大略抄」奥書

本書の成立事情について述べたもの。幽斎はさらにその次頁
にも、徳大寺前内相公維(1537-,88)の尊命に応じ証本として
書写した旨、記している。本書はその転写本。布表紙袋綴２
冊。縦257センチ、横20.5センチ。
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